
『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
（
二
＋
四
）

今

浜

通

隆
．

〈
承
前
〉

○
当
曲
水
之
翼
日
 
今
日
が
三
月
四
日
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
。
 
「
曲
水
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
む
 
む
 
 
む

は
、
「
曲
水
宴
」
の
こ
と
。
三
月
三
日
に
、
文
人
等
が
曲
折
し
た
流
水
（
曲
水
）

に
酒
杯
を
流
し
、
詩
を
賦
し
て
遊
ん
だ
。
そ
の
遊
宴
の
こ
と
。
煽
窓
が
自
分
の

前
を
過
ぎ
な
い
問
に
詩
を
賦
し
、
そ
の
杯
を
取
っ
て
酒
を
飲
ん
だ
風
流
な
遊

び
。
 
『
文
選
』
〈
顔
延
之
「
三
月
三
日
曲
水
詩
序
」
〉
中
の
「
李
周
産
品
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
り

は
、
「
倭
国
ノ
俗
二
、
三
月
上
巳
ノ
日
、
湊
・
清
両
個
ノ
上
二
於
イ
テ
、
蘭
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は

執
り
テ
魂
ヲ
招
キ
、
不
祥
ヲ
祓
除
ス
。
上
巳
西
出
チ
三
日
ナ
リ
。
曲
水
ナ
ル
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

ハ
、
水
ヲ
環
三
二
引
キ
テ
渠
ト
為
シ
、
以
テ
酒
盃
ヲ
流
シ
テ
行
う
ス
。
」
（
鄭
国

之
俗
、
三
月
上
巳
之
日
、
於
二
型
清
両
水
上
一
、
執
・
蘭
招
・
魂
、
祓
二
除
不
祥
一
。

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

上
巳
即
三
日
也
。
曲
水
者
、
引
二
水
環
曲
一
三
レ
渠
、
以
流
二
死
盃
一
急
行
焉
。
）
と

あ
る
。
ま
た
、
 
「
菅
家
文
草
」
 
〈
巻
五
「
三
月
三
日
、
青
螺
二
花
時
天
似
7
酔
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け
な
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

応
レ
製
。
」
〉
中
に
も
、
「
三
日
春
酪
ニ
シ
テ
曲
水
ヲ
思
ハ
シ
メ
」
（
三
日
春
酬

 
 
む
 
 
む

思
二
曲
水
一
）
な
ど
の
用
例
が
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

 
「
翌
日
」
は
、
翌
日
に
同
じ
。
 
『
長
柄
』
 
〈
周
密
「
武
成
」
〉
中
に
、
「
越

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

二
翼
日
癸
巳
二
、
王
ハ
朝
二
周
ヨ
リ
歩
シ
、
子
キ
テ
商
ヲ
征
伐
ス
。
」
 
（
越
翼

む日
癸
巳
、
王
朝
歩
レ
自
・
周
、
干
征
二
伐
商
一
。
）
と
あ
り
、
そ
の
「
伝
」
に
、

「
翼
、
明
。
」
と
あ
る
。
明
日
の
意
。
本
文
の
場
合
は
、
す
な
わ
ち
、
三
月
三

日
（
曲
水
）
の
翌
日
で
、
三
月
四
日
を
指
示
す
る
。
ま
さ
し
く
、
花
宴
の
当
日

は
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
三
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
翫
艶
陽
之
風
光
晩
春
の
景
色
を
愛
で
る
意
。
「
艶
陽
」
は
、
こ
こ
で
は
晩
春

（
三
月
）
の
時
節
を
指
示
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
『
白
氏
文
集
」
〈
巻
六
十
八

 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た

「
春
野
詠
・
懐
、
贈
二
皇
甫
朗
之
【
。
」
〉
中
に
、
 
「
艶
陽
ノ
時
節
ハ
又
蹉
蛇
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
い
か
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o

シ
テ
、
野
暮
ノ
光
陰
ハ
復
若
何
セ
ン
。
」
 
（
艶
陽
時
節
官
長
陀
、
遅
暮
光
陰
復

若
何
。
）
の
一
聯
が
見
え
る
。
 
「
風
光
」
は
、
景
色
・
風
景
の
意
。
そ
の
用
例

と
し
て
は
、
同
じ
く
『
白
面
文
集
」
 
〈
巻
六
十
六
「
春
道
守
与
二
三
二
賓
客
一
郭

外
同
遊
、
因
贈
二
長
句
一
。
」
〉
中
に
、
「
風
光
ハ
歩
ヲ
引
キ
テ
具
申
顔
ヲ
開
キ
、

 
 
 
 
 
 
 
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

老
ヲ
送
り
テ
春
ヲ
鎗
ス
嵩
洛
ノ
問
。
」
 
（
風
光
引
レ
斗
酒
開
レ
顔
、
送
・
老
鎗
レ
春

嵩
洛
問
。
）
の
一
聯
が
見
え
る
。
 
「
翫
」
は
、
，
こ
こ
で
は
、
喜
ぶ
・
愛
で
る

意
・
蔓
選
」
〈
国
華
「
単
向
助
こ
詩
〉
申
に
・
「
耳
ゐ
繋
テ
鶯
鳴
ヲ
聴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ろ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

キ
、
目
ヲ
流
シ
テ
脩
…
魚
ヲ
翫
ブ
。
」
（
属
レ
耳
聴
二
鶯
鳴
一
、
流
レ
目
的
二
野
魚
一
。
）

と
あ
り
、
そ
の
「
李
善
注
」
に
、
「
翫
、
猶
レ
悦
也
。
」
と
あ
る
。
今
、
そ
れ

に
従
う
。
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み
 
 
 
 
そ
 
 
 
 
 
 
か

○
観
夫
 
 
「
観
ル
ニ
夫
レ
」
 
「
夫
ノ
…
…
ヲ
観
ル
ニ
」
と
訓
ず
。
発
語
の
辞
。

文
章
の
発
端
に
置
か
れ
て
、
広
く
事
物
を
叙
述
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
で
・
さ
て
、
の
意
。
 
『
文
鏡
秘
府
論
」
 
〈
巻
北
「
六
戸
」
〉
中
に
、
 
「
観

 
 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
 
 
た
つ

ル
ニ
夫
レ
・
惟
フ
ニ
夫
レ
・
原
ヌ
ル
ニ
夫
レ
…
…
、
右
ハ
並
ビ
ニ
発
端
二
辞
ヲ

 
 
 
ひ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

置
キ
、
汎
ク
事
物
ヲ
叙
ス
ル
ナ
リ
。
」
（
観
夫
・
惟
夫
・
原
夫
…
-
、
一
意
発

端
置
レ
辞
、
憾
辛
二
事
物
一
也
。
）
と
あ
る
。

○
落
花
不
漁
 
落
花
が
あ
わ
た
だ
し
く
散
り
急
ぐ
こ
と
。
「
不
レ
閑
」
は
、
の
ど

か
で
な
い
さ
ま
・
静
か
で
な
い
さ
ま
。
花
の
散
り
急
ぐ
さ
ま
を
言
う
。
 
『
本
朝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

文
粋
」
 
〈
巻
＋
・
源
順
「
暮
春
於
二
黒
閣
梨
洞
房
一
、
同
穴
二
花
光
水
上
浮
一
。
」
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ふ
 
 
よ
そ
ほ
ひ
い
よ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
せ
 
 
 
 
の
ど

中
に
、
 
「
彼
ノ
和
風
ノ
小
小
テ
粧
ノ
弥
ヨ
乱
レ
、
迅
瀬
ノ
咽
ビ
テ
影
ノ
閑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら

カ
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
花
ハ
花
二
非
ズ
、
水
ハ
水
田
非
ズ
。
」
（
至
二
彼
和

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

風
扇
分
粧
弥
乱
、
馬
瀬
咽
笛
影
不
τ
閑
、
花
押
・
花
、
水
非
・
水
。
）
と
の
用
例

が
見
え
る
。
な
お
、
 
「
落
花
」
の
用
例
と
し
て
は
、
 
『
白
氏
文
集
」
 
〈
巻
五
十

七
「
過
三
曲
家
桜
信
宅
一
。
」
〉
中
に
、
 
「
落
花
ハ
語
ラ
ズ
シ
テ
空
シ
ク
樹
ヲ
辞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

シ
、
流
水
ハ
情
無
ク
シ
テ
自
ラ
二
二
入
ル
。
」
 
（
落
花
不
・
語
空
辞
・
樹
、
流
水

無
レ
情
八
入
・
池
。
）
の
一
文
が
見
え
る
。

○
度
水
当
舞
 
水
面
を
渡
り
な
が
ら
お
の
ず
か
ら
舞
い
を
ま
う
意
。
穏
当
の

 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 

「
落
花
不
レ
閑
」
と
と
も
に
、
詩
題
「
渡
レ
水
落
花
舞
」
に
即
し
て
、
「
度
・
水

 
む

自
舞
」
と
詠
じ
ら
れ
九
も
の
。

○
遮
沙
風
 
水
辺
の
風
に
吹
き
も
ど
さ
れ
る
（
行
く
手
を
は
ば
ま
れ
る
）
意
。

「
沙
」
は
、
水
際
・
水
辺
の
意
。
 
『
詩
経
」
 
〈
大
雅
「
髭
鷲
」
〉
中
に
、
 
「
髭

鷺
在
レ
沙
」
と
あ
り
、
そ
の
「
伝
」
に
、
 
「
沙
、
水
虻
也
。
」
と
あ
る
。
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

用
例
と
し
て
は
、
「
三
塁
ノ
畔
二
踏
舞
ス
。
」
（
踏
一
舞
於
沙
涯
之
畔
一
。
）
〈
「
本

朝
文
粋
」
巻
十
・
菅
三
品
「
暮
春
侍
二
野
冷
泉
院
池
亭
一
、
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一
、

応
・
製
。
」
〉
な
ど
の
一
文
が
見
え
る
。
 
「
沙
風
」
は
、
水
辺
に
吹
く
風
。
 
「
水

 
む
 
 
む

煙
沙
雨
黄
昏
ナ
ラ
ン
ト
欲
ス
。
」
 
（
水
煙
細
雨
欲
ご
黄
昏
一
。
）
〈
『
白
氏
文
集
」

巻
十
五
「
望
二
野
州
一
」
〉
中
に
見
え
る
「
沙
雨
」
な
ど
と
同
じ
用
法
。
 
「
遮
」

は
、
 
「
さ
へ
ぎ
る
」
。
押
し
と
ど
め
る
意
。
 
『
説
文
」
に
は
、
 
「
遮
、
遇
也
。
」

と
あ
る
。

○
宛
転
 
こ
こ
は
、
 
（
風
に
吹
か
れ
て
）
ゆ
る
く
め
ぐ
る
さ
ま
。
花
び
ら
が
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
ぐ

ゆ
と
う
さ
ま
。
「
江
流
ハ
宛
転
ト
シ
テ
芳
旬
ヲ
逃
リ
、
月
ハ
花
林
ヲ
照
ラ
シ
テ

あ
ら
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆
登
臨
似
タ
リ
。
」
 
（
江
流
宛
転
轍
三
芳
旬
一
、
月
照
二
花
林
一
無
下
・
霰
。
）
〈
張

若
虚
「
春
江
花
月
夜
」
〉
な
ど
の
用
例
が
見
え
る
。
な
お
、
 
『
本
朝
麗
藻
」
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ば
さ

の
、
藤
原
広
業
の
同
題
詩
〈
上
の
2
1
＞
に
も
、
「
乱
ル
ル
コ
ト
婆
娑
タ
ル
ニ
似

 
 
 
 
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と

タ
リ
浦
ヲ
経
ル
ノ
後
、
散
ル
コ
ト
宛
転
タ
ル
が
如
シ
波
ヲ
過
グ
ル
ノ
程
。
」
（
乱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

似
二
婆
娑
一
寸
・
浦
後
、
散
立
項
宛
転
一
過
レ
波
程
。
）
と
の
一
聯
が
見
え
る
。

○
廻
雪
之
袖
 
袖
を
ひ
る
が
え
し
て
舞
う
様
子
の
形
容
。
舞
う
姿
の
軽
妙
な
こ

と
の
形
容
。
本
文
で
は
、
風
に
ひ
る
が
え
る
花
び
ら
を
擬
人
化
し
て
、
舞
姫
の

軽
妙
な
舞
い
に
た
と
え
て
い
る
。
 
「
廻
雪
」
は
、
舞
い
ひ
る
が
え
る
雪
。
転
じ

て
、
舞
う
さ
ま
。
「
回
雪
」
に
同
じ
。
『
白
氏
文
集
」
 
〈
巻
三
「
胡
旋
女
」
〉
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ひ
よ
う
よ
う

に
、
 
「
早
鼓
一
声
双
袖
挙
ガ
リ
、
廻
雪
ノ
ゴ
ト
ク
瓢
瓢
ト
シ
テ
転
蓬
ノ
ゴ
ト
ク

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

舞
フ
。
」
 
（
絃
鼓
一
声
双
袖
挙
、
難
平
瓢
翻
転
野
守
。
）
と
の
用
例
が
見
え
、

そ
こ
で
も
、
 
「
双
袖
」
と
「
廻
雪
」
と
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
初
学
寵
」
〈
巻
十
五
「
舞
」
〉
所
収
の
張
衡
「
舞
賦
」
の
中
に
も
、
 
「
裾
ハ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 

飛
蒲
鳥
ヲ
以
テ
シ
、
袖
ハ
廻
雪
ノ
如
ク
ス
。
」
 
（
裾
以
二
飛
編
出
一
、
袖
如
二
廻
帰
一
。
）

と
の
用
例
が
見
え
る
。
ま
た
、
 
「
廻
雪
」
の
み
の
用
例
で
は
あ
る
が
、
 
「
嬌
眼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
 
 
 
 
な

ハ
曽
波
ノ
二
二
乱
レ
ソ
ト
欲
ス
ル
ガ
ゴ
ト
ク
、
舞
子
取
廻
雪
ノ
舞
レ
テ
猶
ホ
飛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

ブ
ガ
ゴ
ト
シ
。
」
 
（
嬌
眼
曽
波
風
欲
・
乱
、
寄
身
廻
章
舞
猶
・
飛
。
）
 
〈
『
菅
家
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文
草
』
巻
二
「
早
春
内
宴
、
侍
二
仁
寿
混
一
、
同
賦
三
春
娃
無
二
気
カ
一
、
応
・
製
一

首
。
」
〉
と
の
一
聯
も
見
え
る
。

○
暗
融
 
花
び
ら
が
そ
れ
と
な
く
風
に
ひ
る
が
え
る
こ
と
。
 
『
広
韻
』
に
、

「
翻
、
覆
也
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
、
 
「
遮
二
沙
風
「
而
宛
転
、
廻
雪
之

袖
暗
融
。
過
希
望
泉
「
而
婆
娑
、
煙
霞
之
琴
遠
和
。
」
が
、
 
『
新
撰
朗
詠
集
」

〈
巻
上
「
落
花
」
〉
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
 
「
宛
転
」
が
「
娩
転
」
に
、

「
暗
謙
」
が
「
暗
薫
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
そ
れ
は
と
に
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
そ
か

く
と
し
て
、
後
者
の
そ
れ
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
も
、
「
暗

 
か
を

二
薫
ル
」
で
あ
れ
ば
、
花
び
ら
は
軽
妙
に
舞
い
な
が
ら
、
か
す
か
な
匂
い
を
送

っ
て
く
る
、
と
の
意
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

○
過
巌
冬
 
流
れ
の
速
い
岩
清
水
の
と
こ
ろ
を
通
り
す
ぎ
た
あ
た
り
で
、
の

意
。
 
「
巌
泉
」
は
、
岩
の
間
か
ら
流
れ
出
る
水
。
岩
清
水
。
 
『
白
氏
文
集
」

〈
巻
五
十
四
「
涯
二
太
湖
一
書
・
事
寄
二
微
劃
一
。
」
〉
申
に
、
「
澗
雪
ハ
圧
ス
ル
コ

 
 
 
 
 
 
え
λ
け
λ
 
 
 
 
し
た
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
い
ろ
う

ト
多
ク
シ
テ
松
ハ
帳
寮
、
巌
泉
除
号
ル
コ
ト
久
シ
ク
シ
テ
石
ハ
玲
瀧
タ
リ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

（
回
雪
圧
多
松
全
寮
、
巌
泉
滴
久
石
玲
瀧
。
）
と
の
用
例
が
見
え
る
。

○
婆
娑
 
舞
う
さ
ま
。
衣
の
ひ
る
が
え
る
さ
ま
。
 
『
爾
雅
」
 
〈
「
高
訓
」
〉
に

は
、
 
「
婆
娑
、
舞
々
。
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
、
 
「
舞
者
之
容
。
」
と
あ
る
。

ま
た
、
 
『
詩
経
』
 
〈
陳
風
「
東
門
之
粉
」
〉
に
は
、
 
「
子
仲
ノ
子
笹
其
ノ
下
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 

婆
娑
ス
。
」
 
（
子
仲
之
子
、
婆
二
娑
其
下
一
。
）
と
い
う
一
句
が
見
え
、
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い

〕
箋
注
」
に
も
、
 
「
婆
娑
、
尾
翼
。
」
と
あ
る
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
鬼

が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
す

畿
タ
ル
狂
歌
ハ
痺
ヲ
シ
テ
拍
タ
シ
メ
、
婆
娑
タ
ル
酔
舞
ハ
孫
ヲ
シ
テ
扶
ケ
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ム
。
」
 
（
鬼
義
狂
歌
教
二
脾
拍
一
、
婆
娑
酔
舞
遣
二
孫
扶
一
。
）
〈
『
白
氏
文
集
」

巻
七
十
一
「
胡
吉
鄭
託
生
張
等
六
賢
皆
多
二
年
寿
一
。
…
…
」
〉
と
い
う
一
聯
が

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ
 
 
 
 
 
ひ
よ
う
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
む
し
 
 
 
ひ
る
が
へ

見
え
、
さ
ら
に
、
「
雪
平
、
落
花
ノ
瓢
翻
タ
ル
ノ
声
望
、
寧
ロ
袖
ヲ
謙
ス
ニ

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
一
一
＋
四
）

し如
カ
ン
ヤ
。
垂
柳
ノ
婆
娑
タ
ル
ノ
眠
目
、
腰
ヲ
転
ズ
ル
ニ
及
ビ
難
シ
。
」
 
（
嵯

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

呼
、
落
花
瓢
翻
之
光
、
寧
如
・
醜
・
袖
。
垂
柳
婆
娑
容
態
、
難
レ
及
・
転
・
腰
。
）

〈
「
本
朝
文
粋
」
巻
十
三
・
江
納
言
「
村
上
天
皇
供
二
号
雲
林
院
御
塔
一
願
文
。
」
〉

と
い
う
一
文
が
見
え
る
。

 
な
お
、
本
文
の
場
合
に
は
、
流
れ
の
速
い
岩
清
水
の
と
こ
ろ
を
通
り
す
ぎ

て
、
な
お
も
花
び
ら
が
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
舞
い
続
け
て
い
る
こ
と
を
言
う
。

b
落
芝
之
琴
 
上
句
の
「
廻
雪
国
袖
」
の
対
語
。
 
「
落
筆
」
は
、
名
琴
の
名
。

す
で
に
、
詩
句
の
「
万
波
之
妙
曲
」
の
語
釈
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

典
は
、
 
『
漢
武
洞
冥
記
」
 
〈
三
〉
中
に
見
え
る
、
 
「
握
二
鳳
管
槍
篇
一
、
撫
二
陣

 
 
 
 
 
 
 

霞
之
琴
｝
、
歌
二
青
呉
・
春
波
之
曲
一
。
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
さ
き
に
、
本
文

の
作
者
は
、
船
上
の
楽
人
が
奏
で
る
妙
曲
を
「
側
波
」
の
そ
れ
に
比
喩
し
て
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
対
語
と
し
て
今
、
 
「
落
丁

之
琴
」
と
い
う
言
葉
を
こ
こ
で
使
っ
て
い
る
の
は
、
勿
論
、
出
典
で
あ
る
『
漢

武
洞
冥
記
」
中
の
記
事
と
の
関
連
で
、
そ
の
「
春
波
」
の
ご
と
き
妙
曲
を
奏
で

て
い
る
と
こ
ろ
の
、
船
上
の
楽
人
が
弾
い
て
い
る
琴
を
そ
れ
に
見
立
て
た
い
た

め
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
文
の
、
「
整
二
割
倫
於
竜
舟
一
、
自
棄
二
春
波
之
妙

曲
こ
と
い
う
一
句
を
こ
こ
で
は
直
接
に
承
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
な
お
、
 
『
初
学
記
」
〈
楽
部
「
琴
」
〉
中
に
も
、
 
「
落
霞
」
と
「
流
水
」
と

の
事
対
が
見
え
、
ま
た
、
真
福
寺
本
『
千
転
砂
」
 
〈
附
子
・
音
楽
部
「
琴
」
〉

中
に
も
、
「
落
霞
〈
積
雪
・
薫
風
・
流
水
〉
」
の
項
目
が
見
え
、
と
も
に
『
洞

冥
記
」
中
の
一
文
が
そ
の
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

○
遠
和
 
流
れ
の
速
い
岩
清
水
の
と
こ
ろ
を
通
り
す
ぎ
て
、
な
お
も
花
び
ら
は

ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
舞
い
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
様
子
は
、
ま
る
で
、
は
る
か
に

聞
こ
え
て
く
る
「
落
霞
」
の
ご
と
き
名
品
の
演
奏
に
調
子
を
合
わ
せ
て
い
る
か
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の
よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
「
和
」
は
、
答
え
る
・
調
子
を
合
わ

せ
る
意
。

○
三
寸
之
度
下
句
の
「
応
・
声
之
体
」
の
対
語
。
「
赴
レ
節
」
の
「
赴
」
は
、

お
も
む
く
・
ゆ
く
・
ふ
む
、
の
意
。
と
く
に
、
こ
こ
で
は
、
 
「
ふ
む
」
の
意
。

と
つ
じ
ょ
ツ
つ

踏
・
囁
に
通
ず
。
 
「
節
」
は
、
音
楽
の
曲
調
・
し
ら
べ
、
の
意
。
す
な
わ
ち
、

「
赴
レ
節
」
と
は
、
曲
調
に
合
わ
せ
て
踏
み
舞
う
こ
と
。
「
度
」
は
、
調
子
・
音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

色
・
律
呂
、
の
意
。
 
『
文
選
」
 
〈
傅
毅
「
舞
賦
」
〉
中
に
、
 
「
是
二
於
イ
テ
、

せ
つ
 
ふ
 
 
 
つ
づ
み
つ
ら
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
み
つ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o

節
ヲ
賑
ミ
テ
鼓
ハ
陳
ナ
リ
、
意
ヲ
飾
ベ
テ
自
ラ
広
ク
ス
。
」
（
於
・
是
、
踊
・
節

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
つ
ど
う
 
 
 
ど
 
お
も
む
 
 
 
し
こ

鼓
陳
、
野
レ
意
自
広
。
）
と
か
、
 
「
兀
動
シ
テ
度
二
四
キ
、
指
顧
シ
テ
声
二
黒

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

ズ
。
」
 
（
兀
動
赴
・
度
、
指
顧
応
レ
声
。
）
と
か
の
一
文
が
見
え
る
。
恐
ら
く
、

本
文
の
出
典
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
初
学
記
」
〈
巻
十
五
「
舞
」
〉

中
に
も
、
そ
の
傅
毅
「
舞
賦
」
な
ど
を
出
典
と
し
て
、
 
「
賑
レ
節
」
と
「
応
レ

度
」
、
 
「
応
レ
声
」
と
「
合
・
節
」
と
の
事
対
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
本
文
申
の
「
赴
・
節
之
度
」
は
、
ま
さ
し
く
、
傅
毅
「
舞
賦
」
中
に
見
え
る

「
囁
レ
節
」
や
「
赴
・
度
」
と
い
う
詩
語
を
合
成
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
者
は
「
（
舞
姫
が
）
足
で
調
子
を
と
る
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
後
者
は
「
曲

調
に
合
わ
せ
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
と
く
に
、
後
者
の
場
合
は
、
そ
こ
で

も
、
「
応
・
声
」
が
対
語
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
文
の
「
赴
レ
節
之
度
」
と
は
、
つ
ま
り
、
花

び
ら
は
ま
る
で
舞
姫
の
よ
う
に
み
ご
と
に
舞
を
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
曲
調
に

合
わ
せ
て
舞
う
様
子
は
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
と
な
る
。

 
な
お
、
『
本
朝
文
金
」
〈
隠
蟹
・
後
江
相
公
「
暮
春
同
賦
三
聖
花
蓋
一
舞
衣
一
。
」
〉

申
の
一
文
に
お
い
て
も
、
「
転
・
裾
」
の
対
語
と
し
て
、
こ
の
「
赴
レ
節
」
と
い

う
詩
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
・
ま
た
、
 
『
本
朝
麗
藻
」
中
の
同
題
詩
（
上
の
1
6
・

源
明
理
）
の
頸
回
に
お
い
て
も
、
「
応
レ
歌
」
の
対
語
と
し
て
、
こ
の
「
赴
レ
節
」

と
い
う
詩
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
梁
の
簡
文
帝
「
詠
舞
」
詩
の
頷

 
 
 
 
 
 
 
 
た
く
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
し
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

聯
「
節
ヲ
逐
ヒ
テ
新
舞
工
二
、
嬌
態
ハ
虚
ヲ
凌
グ
ニ
似
タ
リ
。
」
 
（
逐
レ
節
工
二

新
舞
一
、
嬌
態
似
・
凌
レ
虚
。
）
中
に
も
、
 
「
逐
・
節
」
と
い
う
類
似
表
現
が
見
え

る
。○

．
無
定
様
 
一
定
の
法
式
が
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
舞
の
様
子
が
千
変

万
化
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 
「
定
様
」
は
、
定
式
に
同
じ
。
 
「
和
漢
朗
詠
集
」

〈
巻
上
．
登
営
落
L
＞
舞
に
も
早
戸
。
閉
ゆ
鋸
開
如
・
轍
・
錦
L
議
す

る
詩
の
、
「
織
ル
コ
ト
ハ
何
レ
ノ
糸
ヨ
リ
ゾ
唯
ダ
暮
ノ
雨
、
裁
ツ
コ
ト
ハ
定
マ

 
た
め
し
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
O
o

レ
ル
様
無
ク
春
ノ
風
二
等
ス
。
」
（
織
自
二
単
糸
↓
唯
暮
雨
、
裁
量
二
連
様
一
任
二

春
風
一
。
）
と
い
う
一
聯
が
そ
の
用
例
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
、
『
本
朝
麗
藻
」

申
の
、
 
「
雨
為
二
水
上
糸
こ
と
題
す
る
源
伊
頼
の
七
律
 
（
上
の
3
2
）
の
頸
聯

 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
と
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
こ
 
 
い
つ
 
 
か
た

「
纏
ル
ニ
定
マ
レ
ル
処
無
ク
唯
ダ
風
浪
ア
ル
ノ
ミ
、
充
タ
ス
ハ
是
レ
何
レ
ノ
方

 
 
 
 
ま
か
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
o
 
o

ゾ
石
流
山
任
ス
。
」
 
（
鰺
無
二
定
処
一
入
風
浪
、
記
号
何
方
任
日
石
流
一
。
）
に
も
、

そ
の
類
似
の
用
例
が
見
え
る
。

○
応
引
算
体
 
上
句
の
「
赴
レ
芝
之
度
」
の
対
語
。
 
「
応
レ
声
」
と
は
、
本
来
、

声
に
応
じ
て
た
だ
ち
に
な
す
こ
と
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
歌
声
に
合
わ

せ
て
踏
み
舞
う
こ
と
。
上
帯
の
「
赴
・
節
」
が
曲
調
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
の
「
応
レ
声
」
は
、
歌
声
に
合
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
、
み
ご
と
な
対
語
と
な
っ
て
い
る
。
 
「
体
」
は
、
か
た
ち
・
あ
り
さ

ま
、
の
意
。
舞
い
の
す
が
た
を
い
う
。
前
項
「
赴
・
節
之
度
」
の
語
釈
中
で
す

で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
傅
毅
「
舞
賦
」
 
〈
「
文
選
」
所
収
〉
中
の
一
文
に
、

 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

「
兀
動
赴
レ
度
、
指
顧
応
・
声
。
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
本
文
の
出
典
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
の
出
典
と
考
え
ら
れ
る
一
文
の
意
味
は
、
李
細
注
に
、
 
「
兀
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然
ト
シ
テ
動
キ
テ
其
ノ
節
度
二
赴
キ
、
手
指
・
目
顧
官
需
声
曲
二
等
ズ
。
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

（
兀
然
而
動
赴
二
其
節
度
一
、
手
指
目
顧
皆
応
二
声
曲
一
。
）
と
あ
る
通
り
で
あ

る
が
、
本
文
の
「
応
・
声
之
体
」
の
場
合
の
、
そ
の
「
体
」
も
、
具
体
的
に
は
、

舞
姫
の
「
手
指
」
 
（
手
の
振
り
）
や
「
目
顧
」
 
（
目
の
動
き
）
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
 
『
初
学
記
」
 
〈
巻
十
五
「
舞
」
〉
中
に
、
 
「
応
レ
声
」
と
「
合
・
節
」

と
の
事
対
が
見
え
る
こ
と
、
ま
た
、
 
『
本
朝
麗
藻
』
中
の
同
題
詩
（
上
の
1
6
・

三
明
理
）
．
の
頸
聯
に
お
い
て
も
、
 
「
赴
レ
節
」
の
対
語
と
し
て
、
類
似
の
「
応
・

歌
」
と
い
う
詩
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ

る
。○

嬌
粧
 
な
ま
め
か
し
い
よ
そ
お
い
。
 
「
嬌
態
」
に
同
じ
。
こ
こ
は
、
花
び
ら

を
擬
人
化
し
て
、
そ
れ
を
美
し
い
舞
姫
に
比
喩
し
て
い
る
。
そ
の
舞
姫
の
舞
い

姿
が
あ
で
や
か
で
な
ま
め
か
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
「
嬌
」
は
、
な
ま
め

か
し
。
 
「
粧
」
は
、
よ
そ
お
い
。
 
「
勉
」
の
俗
字
。
こ
こ
の
「
耳
底
」
は
、

 
 
 
 
 
 
 
た
く
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
 
 
o

「
節
ヲ
逐
ヒ
テ
新
舞
工
二
、
嬌
態
ハ
虚
ヲ
凌
グ
ニ
似
タ
リ
。
」
（
逐
・
画
工
二
黒

 
 
 
む
 
ね

舞
一
、
嬌
態
似
レ
凌
・
虚
。
）
〈
梁
簡
文
帝
「
聖
書
」
詩
〉
中
に
見
え
る
「
嬌
態
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
し
い
ま
ま
 
 
 
か
く
そ
 
け
っ
せ
い
 
い
だ

と
か
、
 
「
絶
倫
ノ
妙
態
ヲ
姿
ニ
シ
、
慧
智
ノ
愚
亭
ヲ
懐
ク
。
」
 
（
姿
二
絶
倫
之

む
 
 
む

妙
態
一
、
懐
二
慧
素
之
黎
清
「
。
）
 
〈
『
文
選
』
傅
毅
「
魁
首
」
〉
申
に
見
え
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
へ
ぎ

「
妙
態
」
と
か
、
 
「
艶
態
ハ
歌
二
応
ズ
岸
ヲ
遮
ル
ノ
色
、
奇
香
ハ
拍
二
待
ス
波

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

ヲ
踏
ム
ノ
声
。
」
 
（
艶
態
応
・
歌
題
・
若
色
、
奇
香
待
・
拍
踏
・
波
声
。
）
 
〈
『
本

朝
麗
藻
』
命
運
三
司
「
度
・
水
落
花
舞
」
〉
中
に
見
え
る
「
艶
態
」
と
か
と
の

類
似
表
現
で
あ
る
。

○
根
源
 
事
の
起
こ
り
・
原
因
・
理
由
・
由
来
、
の
意
。
 
「
早
ク
火
事
ソ
根
源

 
 
 
 
ね
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
う
ら
な
ひ

ヲ
番
直
ノ
祢
宜
等
二
尋
ネ
ラ
ル
可
キ
カ
。
出
御
ト
ヲ
行
ハ
ル
可
キ
カ
。
」
（
早

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
四
）

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

可
レ
被
レ
二
二
火
事
根
源
於
番
直
腎
管
等
一
撃
、
又
可
レ
被
レ
行
二
御
卜
一
鰍
。
）
〈
『
申

右
記
」
嘉
承
元
年
四
月
十
三
日
条
〉
な
ど
の
一
文
に
、
そ
の
用
例
が
見
え
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
、
花
び
ら
（
舞
姫
に
た
と
え
る
）
が
曲
調
に
合
わ
せ
て
舞
う

そ
の
所
作
が
千
変
万
化
で
あ
り
、
同
じ
く
歌
声
に
合
わ
せ
て
舞
う
そ
の
姿
態
が

な
ま
め
か
し
い
の
で
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
て
み
よ
う
と
い
う
意
味
な
の
で
あ

る
。
花
び
ら
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
草
木
の
花
び
ら
で
あ
る
の
か
（
花
び

ら
の
種
類
）
、
舞
姫
の
場
合
に
は
、
ど
こ
の
出
身
の
舞
姫
で
あ
る
の
か
（
舞
姫

の
所
属
）
、
そ
れ
を
見
極
め
、
確
認
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
き
し
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん
し
ん

○
岸
口
 
岸
辺
・
水
辺
に
同
じ
。
岸
の
ほ
と
り
。
水
の
ほ
と
り
。
 
「
潭
心
二
月

 
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
き
く
さ

ハ
涯
カ
ビ
テ
枝
ヲ
交
フ
ル
桂
、
岸
ロ
ニ
風
ハ
来
リ
テ
葉
ヲ
混
ズ
ル
強
。
」
（
潭

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

心
月
涯
交
・
枝
桂
、
岸
口
風
来
混
・
葉
蕉
。
）
〈
『
和
漢
朗
詠
集
』
春
「
柳
」
〉
、

と
の
一
聯
中
に
そ
の
用
例
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
上
句
「
鋼
重
落
花
不
・
閑
、

む
 
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

度
・
水
軍
舞
。
」
を
承
け
、
そ
の
「
水
ヲ
度
リ
テ
自
ラ
舞
フ
」
と
こ
ろ
の
花
び

ら
を
、
水
辺
に
立
っ
て
見
極
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
出
自
梨
園
 
そ
の
舞
姫
の
出
自
（
所
属
）
が
「
梨
園
」
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
「
梨
園
」
は
、
俳
優
が
技
を
習
っ
た
所
。
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
、
長
安
の
北

西
郊
外
の
禁
苑
（
西
内
苑
）
中
に
あ
っ
た
梨
園
に
子
弟
三
百
人
を
選
ん
で
俗
楽

を
学
ば
せ
、
ま
た
、
宮
女
数
百
人
を
宜
春
の
北
院
（
長
安
城
の
東
宮
内
に
あ
っ

た
）
に
置
い
て
梨
園
の
弟
子
と
し
た
故
事
に
よ
る
。
 
『
新
羅
書
』
 
〈
巻
二
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
は
な
は

「
礼
楽
志
」
第
十
二
〉
中
に
、
「
玄
宗
ハ
既
二
音
律
ヲ
知
り
、
又
 
酷
ダ
法
曲

 
 
 
 
さ
ぶ
ぎ

ヲ
愛
ス
。
坐
部
伎
（
宮
中
の
音
楽
隊
の
う
ち
、
堂
上
に
す
わ
っ
て
奏
楽
す
る
組

み
。
）
ノ
子
弟
三
百
ヲ
選
ビ
テ
梨
園
二
教
フ
ル
ニ
、
声
二
誤
リ
有
レ
バ
、
帝
ハ

 
 
さ
と
 
 
 
こ
れ

必
ズ
覚
り
テ
之
ヲ
正
ス
。
皇
帝
ノ
梨
園
ノ
弟
子
ト
号
ス
。
宮
女
数
百
モ
亦
タ
梨

園
ノ
弟
子
ト
為
シ
テ
宜
春
ノ
北
院
二
型
ク
。
」
 
（
玄
宗
既
知
二
音
律
一
、
又
酷
愛
二
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三
曲
一
。
選
二
坐
卓
伎
子
弟
三
百
一
、
教
二
於
梨
園
一
、
声
影
レ
誤
者
、
帝
必
覚
而
正

 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

レ
之
。
号
二
皇
帝
梨
園
弟
子
一
。
宮
女
数
百
亦
為
二
梨
園
弟
子
一
々
二
士
春
北
斉
一
。
）

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
本
文
の
場
合
、
勿
論
、
舞
姫
（
花
び
ら
）
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
、
「
宜
山
北
院
」
に
置
か
れ
た
と
い
う
、
宮
女
数
百
人
か
ら

な
る
「
梨
園
弟
子
」
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
舞
い
の
み
ご
と
さ
か
ら

し
て
、
恐
ら
く
、
 
「
梨
園
」
の
妓
女
た
ち
で
あ
ろ
う
と
、
作
者
は
想
像
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
「
梨
園
」
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
梨
花
ノ
園
中
二
冊
セ
ラ
レ
テ
妃
ト
作
り
、

き
ん
け
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

金
難
ノ
障
下
二
面
ハ
レ
テ
児
ト
為
ル
。
」
 
（
梨
花
年
中
冊
作
レ
妃
、
金
難
年
下

養
為
・
児
。
）
〈
『
白
氏
文
集
」
巻
三
「
胡
旋
女
」
。
な
お
、
 
『
新
撰
朗
詠
集
」

巻
下
・
雑
「
妓
女
」
に
も
所
収
〉
と
の
一
聯
と
か
、
「
彼
ノ
桂
殿
ノ
姫
娘
ノ
膳

 
す
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
 
と
な

ヲ
董
メ
酒
ヲ
行
フ
、
梨
園
ノ
弟
子
ノ
舞
ヲ
奏
シ
認
ヲ
唱
フ
ル
、
…
事
】
物
、
儀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

ハ
其
ノ
中
二
在
リ
。
」
 
（
彼
桂
調
馬
陸
墨
董
・
順
行
レ
酒
、
梨
園
弟
子
之
奏
・
舞

唱
・
謂
、
 
一
事
一
物
、
儀
在
二
暑
中
一
。
）
 
〈
『
本
朝
文
園
」
巻
九
・
菅
贈
大
相

国
「
早
春
観
・
賜
二
宴
宮
人
一
、
同
賦
・
催
・
粧
、
応
・
製
。
」
〉
と
の
一
文
と
か
が

見
え
る
。

 
ど
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
に
、
本
文
の
作
者
は
、
花
び
ら
を
舞
姫
に
見
た

て
、
そ
の
舞
い
の
み
ご
と
さ
か
ら
、
彼
女
た
ち
の
出
身
は
恐
ら
く
「
梨
園
」
で

あ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ

の
、
も
と
の
花
び
ら
と
の
関
連
で
、
個
有
名
詞
の
「
梨
園
」
か
ら
、
普
通
名
詞

の
「
梨
の
花
園
」
を
発
想
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
美
し
い
花
び
ら
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
草
木
の
花
び
ら
（
花
び

ら
の
種
類
）
で
あ
る
の
か
、
ど
こ
の
、
何
の
花
園
か
ら
風
に
吹
か
れ
て
こ
の
よ

う
に
飛
ん
で
く
る
の
か
。
こ
れ
ほ
ど
の
美
し
さ
で
あ
る
か
ら
に
は
、
あ
る
い
は

梨
の
花
園
か
ら
飛
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か
、
梨
の
花
び
ら
で
は
な
い
の
か
、

と
作
者
は
も
う
一
方
で
、
そ
の
花
び
ら
の
種
類
に
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
（
な
お
、
梨
は
径
三
セ
ン
チ
内
外
の
白
色
の
五
弁
花
を
開
く
。
）
。
花
び
ら

か
ら
舞
姫
を
発
想
し
、
舞
姫
か
ら
「
梨
園
」
を
発
想
し
、
さ
ら
に
、
「
梨
園
」

か
ら
梨
の
花
園
を
発
想
し
、
梨
の
花
園
か
ら
梨
の
花
び
ら
を
発
想
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
の
「
梨
園
」
に
は
梨
の
花

園
の
意
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 
梨
の
白
い
花
び
ら
に
つ
い
て
は
、
い
み
じ
く
も
、
 
『
枕
草
子
」
 
〈
「
木
の
花

は
」
〉
中
に
、
 
「
梨
の
花
。
世
に
す
さ
ま
じ
き
も
の
に
し
て
、
謡
う
も
て
な
さ

ず
、
は
か
な
き
文
付
け
な
ど
だ
に
せ
ず
。
愛
敬
お
く
れ
た
る
人
の
顔
な
ど
を
見

て
は
、
た
と
ひ
に
い
ふ
も
、
げ
に
、
葉
の
色
よ
り
は
じ
め
て
、
あ
は
ひ
な
く
見

 
 
 
も
ろ
こ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
み

ゆ
る
を
、
唐
土
に
は
、
限
り
な
き
も
の
に
て
、
詩
に
も
作
る
。
な
ほ
、
さ
り
と

も
、
様
あ
ら
む
と
、
せ
め
て
見
れ
ば
、
花
び
ら
の
は
し
に
、
を
か
し
き
匂
ひ
こ

そ
、
心
も
と
な
う
つ
き
た
め
れ
。
楊
弓
妃
の
、
帝
の
御
使
に
あ
ひ
て
、
泣
き
け

る
顔
に
似
せ
て
、
梨
花
一
枝
、
春
、
雨
を
帯
び
た
り
、
な
ど
い
ひ
た
る
は
、
お

ぼ
ろ
げ
な
ら
じ
、
と
思
ふ
に
、
な
ほ
、
い
み
じ
う
め
で
た
き
こ
と
は
、
た
ぐ
ひ

あ
ら
じ
、
と
お
ぼ
え
た
り
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
漢
詩

の
世
界
で
は
美
し
い
も
の
の
代
表
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
例
え
ば
、
 
『
枕
草
子
」
に
も
言
っ
て
い
る
、
そ
の
自
居
易
「
長
恨
歌
」
に

 
 
 
 
じ
ゃ
く
ま
く
 
 
 
 
 
 
ら
ん
か
ん

は
、
 
「
玉
容
寂
奨
ト
シ
テ
涙
ハ
欄
干
タ
リ
、
梨
花
一
枝
春
ノ
雨
ヲ
帯
ビ
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
。
」
 
（
玉
容
寂
為
書
欄
干
、
梨
花
一
枝
春
帯
・
雨
。
）
 
〈
『
白
氏
文
集
」
巻

十
二
。
な
お
、
 
「
新
撰
朗
詠
集
」
巻
下
・
雑
「
妓
女
」
に
も
所
収
〉
と
、
梨
の

花
の
美
し
さ
が
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
盛
唐
の
万
方
平
「
春
怨
」
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

「
寂
莫
タ
ル
空
庭
二
春
ハ
晩
レ
ソ
ト
欲
シ
、
梨
花
ハ
地
声
満
チ
テ
門
ヲ
開
力
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む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む

ズ
。
」
 
（
寂
三
葉
庭
春
欲
レ
晩
、
梨
花
満
レ
地
不
レ
開
レ
門
。
）
と
、
梨
の
花
の
清

ら
か
さ
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
用
例
に
見
え
る
通
り
に
、

梨
の
花
は
、
ま
さ
し
く
春
の
花
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
晩
春
（
陰
暦
三
月
）
に

花
を
散
ら
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
本
文
の
序
が
作
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
述
べ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

た
よ
う
に
、
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の
こ
と
で
あ
り
、
作
者
が
、
美
し
く
散
る
花

び
ら
を
梨
の
そ
れ
に
見
た
て
た
と
し
て
も
、
時
季
的
に
言
っ
て
、
そ
れ
は
当
を

得
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
（
な
お
、
小
学
館
「
日
本
国

語
大
辞
典
」
で
は
、
梨
の
花
の
花
期
を
四
月
頃
と
し
て
い
る
。
勿
論
、
こ
ち
ら

の
方
は
陽
暦
で
あ
る
。
）
。

○
出
自
否
園
 
そ
の
舞
姫
の
出
自
（
所
属
）
が
「
杏
園
」
で
あ
る
…
と
い
う
ご

と
。
 
「
杏
園
」
は
、
上
京
の
「
梨
園
」
の
対
語
。
 
「
梨
園
」
が
長
安
の
北
西
郊

外
の
西
内
苑
中
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
 
「
杏
園
」
は
、
長
安
の
東
南
の
隅
に

あ
っ
た
景
勝
地
・
曲
江
池
の
ほ
と
り
の
庭
園
名
（
曲
江
池
の
西
側
）
。
長
安
の

北
西
と
東
南
と
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
梨
園
」
と
「
杏
園
」
と

の
対
比
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
両
者
の
位
置
関
係
に
お
い
て
対
照
的
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
そ
の
点
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
 
「
梨
園
」
が
梨
の
花
の
名
所
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
「
杏
園
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
杏
の
花
で
知
ら
れ
た
美
し
い
場

所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
梨
の
花
と
杏
の
花
と
の
対
比
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
三
番
目
の
対
比
と
し
て
、
「
梨
園
」
が
俳
優
の
技
を
習
っ
た
所

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
 
「
杏
園
」
は
そ
の
技
を
発
表
す
る
一
つ
の
場
所
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
「
梨
園
」
が
唐
の
玄
宗
皇
帝
と
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
 
「
杏
園
」
も
ま

た
、
晩
唐
の
康
駐
『
劇
談
録
」
〈
巻
下
「
曲
江
」
〉
中
に
、
「
曲
江
池
ハ
、
唐
ノ

『
本
朝
麗
藻
」
 
全
注
釈
（
ご
＋
四
）

 
 
 
 
 
そ
き
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
な
は

開
元
中
二
、
疏
繋
シ
テ
六
境
ト
為
ス
。
南
ハ
即
チ
紫
雲
楼
・
芙
蓉
薫
育
シ
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

西
ハ
即
チ
杏
園
・
慈
恩
寺
ナ
リ
。
」
（
曲
江
池
、
唐
開
元
中
、
疏
盤
為
二
勝
論
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

南
即
紫
雲
楼
芙
蓉
苑
、
西
即
杏
園
慈
恩
寺
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
の
玄
宗
の

開
元
年
間
（
七
一
三
i
七
四
一
）
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、

曲
江
池
が
大
規
模
に
開
か
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
美
し
い
公
園
と
し
て
と
と

の
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
の
方
も
、
玄
宗
皇
帝
と
ゆ
か
り
が

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
「
梨
園
」
と
「
杏
園
」
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と

に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 
さ
て
、
さ
き
に
、
 
「
杏
園
」
は
、
俳
優
た
ち
が
そ
の
技
を
発
表
す
る
一
つ
の

場
所
で
あ
っ
だ
、
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

 
「
杏
園
」
が
唐
の
玄
宗
の
開
元
年
間
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

が
、
宋
の
張
礼
『
遊
城
南
記
』
の
注
に
、
「
唐
ノ
新
進
士
ハ
、
多
ク
此
（
杏
園
）

二
遊
宴
ス
。
」
 
（
唐
新
進
士
、
多
遊
亡
命
於
此
一
。
）
と
あ
り
、
清
の
徐
松
『
唐

両
京
城
占
考
」
 
〈
巻
三
〉
の
注
に
も
、
 
「
新
進
士
ノ
宴
遊
ノ
所
ト
為
ス
。
」

（
為
二
新
進
士
宴
遊
暗
所
一
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
代
の
「
杏
園
」
は
、
新
し

く
進
士
の
試
験
に
及
第
し
た
者
た
ち
が
天
子
か
ら
祝
宴
を
賜
わ
っ
た
場
所
な
の

で
あ
る
。
「
こ
れ
を
関
宴
と
い
っ
た
。
こ
の
宴
会
に
は
朝
廷
の
百
官
も
参
会
し
、

天
子
か
ら
は
宮
廷
直
属
の
教
坊
の
妓
楽
を
貸
し
与
え
ら
れ
、
す
こ
ぶ
る
盛
大
に

挙
行
さ
れ
る
。
そ
の
場
所
は
長
安
城
内
の
東
南
隅
の
曲
江
で
あ
り
、
そ
こ
で
い

 
 
 
き
ょ
く
す
い
り
ゅ
う
し
よ
う

わ
ゆ
る
曲
水
流
膓
の
遊
び
を
行
な
う
の
で
、
曲
江
の
宴
と
も
い
わ
れ

た
。
」
 
〈
宮
崎
市
定
『
科
挙
」
一
四
五
頁
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
関
節
」

（
曲
江
の
宴
）
が
開
催
さ
れ
た
場
所
な
の
で
あ
る
。
当
日
の
祝
宴
に
は
、
天
子

か
ら
宮
廷
直
属
の
教
坊
（
宮
中
で
音
楽
や
舞
踊
を
専
門
に
行
な
う
者
を
養
成
す

る
役
所
）
の
妓
楽
を
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
確
か
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に
、
唐
代
の
「
杏
園
」
は
、
俳
優
た
ち
が
そ
の
技
を
発
表
す
る
一
つ
の
場
所
で

あ
っ
た
と
い
臥
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
本
文
中
に
、
「
出
・
自
二
杏
園
一
」
と
い
い
、
そ
の
舞
姫
（
花
び
ら
）
の
出
自

が
「
杏
園
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
、
そ
こ
で
開
催
さ
れ
る

「
関
脇
」
に
お
い
て
妙
技
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
、
そ
の
俳
優
た
ち

の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
、
美
し
い
花
び
ら
が
散
っ
て

風
に
舞
っ
て
い
る
様
子
を
、
ま
ず
、
妙
技
を
披
露
し
て
い
る
舞
姫
に
た
と
え

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
舞
姫
の
妙
技
が
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら
し
い
の
で
、
次

に
、
そ
の
舞
姫
の
出
自
を
も
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
妙
技
を
披
露
し
て
わ
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
か
ら
に
は
、
彼
女
た

ち
は
、
き
っ
と
、
 
「
杏
園
」
に
お
い
て
そ
の
技
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
あ
の
俳
優
た
ち
に
違
い
な
い
、
と
結
論
付
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

 
勿
論
、
も
う
一
方
で
、
上
句
の
対
語
「
梨
園
」
か
ら
、
普
通
名
詞
の
「
梨
の

花
園
」
が
発
想
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
、
個
有
名

詞
の
「
杏
園
」
か
ら
、
普
通
名
詞
の
「
杏
の
花
園
」
が
発
想
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
文
の
「
杏
園
」
に
も
、
普
通
名
詞
の
「
杏
の
花

園
」
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
花

び
ら
か
ら
舞
姫
を
発
想
し
、
舞
姫
か
ら
「
杏
園
」
を
発
想
し
、
さ
ら
に
、
「
杏

園
」
か
ら
「
杏
の
花
園
」
を
発
想
し
、
「
杏
の
花
園
」
か
ら
「
杏
の
花
び
ら
」
を

発
想
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
美
し
い
花
び
ら
は
、

い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
草
木
の
花
び
ら
（
花
び
ら
の
種
類
）
で
あ
る
の
か
、

ど
こ
の
、
何
の
花
園
か
ら
風
に
吹
か
れ
て
こ
の
よ
う
に
飛
ん
で
く
る
の
か
。
こ

れ
ほ
ど
の
美
し
さ
で
あ
る
か
ら
に
は
、
あ
る
い
は
杏
の
花
園
か
ら
飛
ん
で
く
る

の
で
は
な
い
か
、
杏
の
花
び
ら
で
は
な
い
の
か
、
と
作
者
は
も
う
一
方
で
、
そ

の
花
び
ら
の
種
類
に
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 
 
 
 
 
 
せ
い
め
い
 
 
 
 
・
 
ふ
ん
ぷ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ん

 
杏
の
花
は
、
 
「
清
明
ノ
時
節
ハ
雨
紛
々
ト
シ
テ
、
路
上
ノ
行
人
ハ
魂
ヲ
断
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
つ
 
 
と
こ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
る
 
 
 
ゆ
び

ン
ト
欲
ス
。
借
問
ス
酒
家
ハ
何
レ
ノ
処
ニ
カ
有
ル
ト
、
牧
童
ハ
遙
カ
ニ
指
サ
ス

き
ょ
う
か
 
 
 
 
 
 
 
o
 
o
 
o
 
o

杏
花
ノ
村
。
」
 
（
清
明
時
節
雨
紛
々
、
路
上
行
人
欲
・
断
・
魂
。
借
問
酒
家
何
処

有
、
牧
童
遙
指
呼
花
村
。
）
 
〈
杜
牧
「
清
明
」
〉
と
あ
る
が
如
く
、
清
明
節

（
二
十
四
気
の
一
。
春
分
か
ら
十
五
日
目
。
陰
暦
三
月
の
節
で
、
陽
暦
の
四
月

五
、
六
日
こ
ろ
に
あ
た
る
。
）
の
こ
ろ
に
咲
く
。
そ
の
頃
は
、
春
雨
が
よ
く
降

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
よ

る
の
で
「
杏
花
雨
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
花
に
は
、
 
「
居

り
ん
ほ
く
か
く
 
 
む
な
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ょ
う
し
ゅ

隣
ノ
北
郭
古
寺
空
シ
ク
、
杏
花
ノ
両
株
能
ク
白
紅
ナ
リ
。
」
 
（
居
隣
北
砂
古

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

寺
空
、
杏
花
両
株
能
白
紅
。
）
 
〈
韓
愈
「
杏
花
」
〉
と
あ
る
が
如
く
、
白
色
の

も
の
と
淡
紅
色
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
白
色
の
も
の
が
漢
詩
文
に

多
く
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
王
維
「
春
中
田
触
発
」
中
の
一
聯
「
屋
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

二
春
里
ハ
鳴
キ
、
村
辺
二
杏
花
野
土
シ
。
」
 
（
屋
上
春
鳩
鳴
、
村
辺
否
花
白
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だ
い
ゆ
れ
い

な
ど
の
用
例
が
そ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
淡
紅
色
の
も
の
も
、
 
「
大
紫
嶺
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
れ
 
ふ
ん
し
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
き
よ
う
ろ
ざ
ん
あ
ん
ず
い
ま

梅
ハ
早
ク
落
ツ
レ
バ
、
誰
力
粉
粧
ヲ
問
ハ
ン
ヤ
。
匡
盧
山
ノ
杏
ハ
未
ダ
開
力

 
 
 
 
あ
 
 
こ
う
え
ん
 
お

ザ
レ
バ
、
豊
二
紅
艶
ヲ
 
ハ
ン
ヤ
。
」
 
（
大
庚
嶺
之
梅
早
落
、
誰
問
二
粉
粧
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

匡
盧
山
之
否
未
レ
開
、
量
診
二
紅
艶
一
。
）
〈
『
和
漢
朗
詠
集
」
巻
上
「
春
・
柳
」

紀
納
言
〉
と
あ
る
が
如
く
、
自
梅
に
対
比
し
て
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

（
「
粉
粧
」
は
粉
白
の
よ
そ
お
い
の
こ
と
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
本
文
の
「
杏
園
」
の
場
合
は
、
は
た
し
て
白
杏
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

 
 
 
む

う
か
、
野
里
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
の
そ
れ
が
「
梨
園
」
の

対
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
あ
る
い
は
発
想
を
指
示
し
て
い
る
よ
う

に
も
考
え
ら
れ
る
。
梨
の
白
い
花
び
ら
の
対
比
と
し
て
、
杏
の
労
い
花
び
ら
の

方
が
よ
り
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
前
記
の
『
和
漢
朗
詠
集
」
 
〈
巻
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む

上
「
春
・
柳
」
紀
納
言
〉
の
用
例
も
、
確
か
に
、
白
梅
に
対
す
る
に
紅
杏
を
も

っ
て
し
て
い
た
。
）
。

 
さ
て
、
そ
の
杏
花
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
梨
花
と
同
じ
く
「
晩
春
」
 
（
陰

暦
三
月
）
に
花
び
ら
を
散
ら
す
。
例
え
ば
、
劉
長
卿
「
春
期
二
斐
下
方
園
一
」
心

中
の
一
聯
に
、
 
「
郊
原
二
春
ハ
暮
レ
ソ
ト
欲
ス
レ
バ
、
桃
杏
ハ
落
ツ
ル
コ
ト
紛

 
 
 
 
 
レ
 
ぽ
ゑ
 
 
む
 
ロ
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む

々
タ
リ
。
」
 
（
郊
原
春
欲
レ
暮
、
桃
泣
落
紛
々
。
）
 
と
あ
る
が
如
く
で
あ
る
。

梨
の
花
の
場
合
が
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
杏
の
花
も
ま
た
、
ま
さ
し

く
春
の
花
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
晩
春
に
花
を
散
ら
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

い
う
こ
と
は
、
本
文
の
序
が
作
ら
れ
た
寛
弘
三
年
三
月
四
日
に
、
作
者
が
、
美

し
く
散
る
花
び
ら
を
杏
の
そ
れ
に
見
た
て
た
と
し
て
も
、
時
季
的
に
言
っ
て
、

そ
れ
は
当
を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

○
任
進
退
墨
画
心
 
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
の
立
居
振
舞
（
舞
い
姿
）
を
心
ゆ

く
ま
で
水
上
に
眺
め
る
こ
と
。
そ
の
舞
姫
た
ち
の
出
自
が
「
梨
園
」
で
あ
り

「
杏
園
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
る
ほ
ど
彼
女
た
ち
の
舞
い
の
巧
妙
な
こ
と
も
道

理
で
あ
る
な
あ
と
納
得
し
て
、
水
面
を
渡
り
な
が
ら
舞
い
続
け
る
そ
の
姿
を
心

ゆ
く
ま
で
眺
め
る
の
で
あ
る
（
そ
の
花
び
ら
が
梨
の
花
園
か
ら
飛
来
し
杏
の
花

園
か
ら
飛
来
し
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
ら
の
花
び
ら
の
美
し
い

こ
と
も
道
理
で
あ
る
な
あ
と
納
得
し
て
、
水
面
を
渡
り
な
が
ら
風
に
舞
い
続
け

る
そ
の
姿
を
心
ゆ
く
ま
で
眺
め
る
の
で
あ
る
。
）
と
の
意
。

 
本
文
の
「
進
退
」
と
は
、
舞
姫
た
ち
の
立
居
振
舞
（
舞
い
姿
）
の
こ
と
で
あ

ろ
弥
。
あ
る
い
は
、
花
び
ら
の
場
合
に
は
内
そ
の
風
に
舞
い
続
け
る
そ
の
姿

（
動
作
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
進
退
」
の
用
例
と
し
て
は
、
『
論
語
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
そ
う

〈
「
子
張
」
篇
〉
申
に
、
「
子
夏
ノ
門
人
小
子
ハ
、
洒
掃
・
応
対
・
進
退
二
当
タ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

り
テ
ハ
、
則
チ
可
ナ
リ
。
」
 
（
子
夏
之
門
人
小
子
、
当
二
言
帰
応
対
進
退
一
、
則

「
本
'
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
四
）

可
 
。
）
と
の
一
文
が
見
え
る
。
な
お
、
魏
・
曹
植
「
半
神
賦
」
中
に
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
進
止
ハ
期
シ
難
ク
、
往
ク
ガ
若
ク
還
ル
が
若
シ
。
」
 
（
進
止
難
レ
期
、
若
・
往

若
レ
還
。
）
と
の
一
文
が
見
え
、
そ
こ
に
「
早
急
」
と
い
う
詩
語
が
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
も
、
そ
れ
が
軽
妙
な
舞
い
姿
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。
本
句
の
「
進
退
」
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
。
 
「
垂
心
」
と
は
、
波
の
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
ん
ち
ょ
う
み
ど
り

ん
な
か
。
水
心
。
そ
の
用
例
と
し
て
は
、
「
松
ハ
山
面
二
念
ス
千
重
ノ
翠
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

月
ハ
波
心
二
点
ズ
一
穎
ノ
珠
。
」
 
（
松
排
二
山
面
「
千
重
翠
、
月
点
二
波
心
悸

願
珠
。
）
 
〈
『
白
鯨
文
集
』
巻
五
十
三
「
仮
題
…
一
湖
上
こ
〉
と
の
一
聯
が
見
え

る
。
た
だ
し
、
本
文
の
場
合
は
、
隻
句
「
度
レ
水
自
舞
」
を
直
接
に
承
け
て
お

り
、
「
水
上
」
の
意
に
同
じ
。
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
が
水
面
を
渡
り
な
が
ら

舞
い
を
ま
っ
て
い
る
、
そ
の
場
所
。
 
「
任
」
悶
と
は
、
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ

と
。
こ
こ
で
は
、
思
う
存
分
に
眺
め
る
こ
と
。
舞
姫
た
ち
の
妙
技
に
心
を
う
ば

わ
れ
て
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
る
こ
と
（
花
び
ら
の
美
し
さ
に
い
つ
ま
で
も
見

と
れ
て
い
る
こ
と
）
。

 
な
お
、
今
は
、
本
文
の
「
任
二
進
退
導
波
心
こ
と
の
一
句
を
、
上
句
の
「
問
二

根
源
於
岸
口
こ
の
対
句
と
考
え
て
通
釈
し
た
（
そ
の
対
応
関
係
は
、
 
「
取
下
夫

赴
・
節
零
度
無
二
書
様
一
〈
A
＞
、
応
・
声
之
体
有
中
嬌
粧
上
〈
B
＞
、
問
二
根
源
於

岸
ロ
一
〈
C
＞
。
若
出
・
自
二
梨
園
一
〈
測
〉
、
出
・
五
二
杏
園
一
〈
B
＞
、
任
二
進
退

於
波
心
一
〈
α
〉
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
A
と
B
・
A
と
B
・
C
と
C
と

が
そ
れ
ぞ
れ
対
句
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
）
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
上
書

の
対
句
の
主
格
は
作
者
自
身
で
あ
り
、
作
者
が
そ
の
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
の

出
自
を
岸
辺
に
尋
ね
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
進
の
対
句
と
し
て
の

「
任
二
進
退
長
波
心
こ
を
通
釈
す
る
場
合
に
は
、
こ
こ
で
も
そ
の
主
格
は
作
者

自
身
と
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
作
者
が
そ
の
舞
姫
た
ち
（
花

（77）



び
ら
）
の
立
居
振
舞
を
水
上
に
思
う
存
分
に
眺
め
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

σ
趙
女
 
趙
国
出
身
の
美
女
。
『
文
選
」
〈
「
古
詩
」
そ
の
十
二
〉
中
に
、
「
燕
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

趙
二
佳
人
多
ク
、
美
麗
ノ
顔
ハ
玉
ノ
如
シ
。
」
（
燕
趙
多
二
佳
人
一
、
美
馬
顔
如
・

玉
。
）
と
あ
る
よ
う
に
、
昔
か
ら
、
趙
国
に
は
美
人
が
多
い
と
さ
れ
る
。
舞
姫

た
ち
の
美
し
さ
と
そ
の
妙
技
を
目
に
し
て
、
そ
の
生
国
が
趙
で
は
な
い
か
と
予

測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
舞
姫
た
ち
の
美
し
さ
と
そ
の
妙
技
を
目
に
し
て
、
ま

ず
は
、
彼
女
た
ち
の
所
属
が
「
梨
園
」
や
「
杏
園
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
思

い
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
彼
女
た
ち
の
生
国
に
つ
い
て
も
言
及
し
な
い
で
は
い

ら
れ
な
く
な
る
作
者
自
身
な
の
で
あ
る
（
し
か
し
、
つ
い
に
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
ど
う
で
も
よ
く
な
り
、
た
だ
た
だ
、
そ
の
美
し
さ
と
軽
妙
さ
と
に
心
を
奪
わ

れ
、
わ
れ
を
忘
れ
て
眺
め
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
。
）
。
そ
れ

ほ
ど
、
そ
の
舞
姫
た
ち
は
美
し
く
、
そ
の
舞
い
姿
が
見
事
な
の
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
趙
国
は
、
山
西
省
北
部
に
あ
っ
た
春
秋
戦
国
時
代
の
国
の
名
。
 
「
初
学
記
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

〈
巻
十
五
「
舞
」
〉
中
に
は
、
「
土
地
ヲ
以
テ
之
二
名
ヅ
ケ
、
周
舞
・
鄭
舞
・
趙

舞
・
巴
楡
舞
・
工
芸
舞
・
燕
男
舞
有
リ
。
」
 
（
以
二
土
地
一
名
・
之
、
有
二
周
舞
鄭

 
む
 
 
む

舞
趙
舞
巴
六
畜
准
南
舞
燕
起
訴
一
。
）
と
の
一
文
が
見
え
、
ま
た
、
同
上
書
〈
巻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

十
五
「
雑
楽
」
〉
中
に
は
、
 
「
趙
舞
・
燕
歌
」
と
の
事
対
が
見
え
、
そ
こ
に
、

張
華
「
上
巳
篇
」
の
、
「
妙
舞
ハ
斉
・
趙
ヨ
リ
起
コ
リ
、
悲
歌
ハ
三
秦
ヨ
リ
出

 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む

ヅ
。
」
 
（
妙
舞
起
二
割
趙
一
、
悲
歌
出
三
二
秦
一
。
）
と
の
一
聯
が
割
り
注
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
趙
国
は
、
古
来
、
す
ぐ
れ
た
舞
い
を
生
み
、

そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
た
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
「
趙
舞
」
と
言
え
ば
す
ぐ

れ
た
舞
い
の
代
名
詞
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
そ
の
国
の
出
身
の
女
「
趙

女
」
で
あ
れ
ば
、
当
然
に
「
趙
舞
」
を
習
い
覚
え
て
い
る
は
ず
だ
、
と
の
発
想

が
作
者
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
じ
ゅ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
め

 
「
趙
舞
」
の
用
例
と
し
て
は
、
 
「
羅
嬬
・
憲
政
ハ
君
ノ
為
二
解
キ
、
燕
歌
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

趙
舞
ハ
君
ノ
為
二
開
ク
。
」
（
羅
儒
官
帯
為
レ
君
解
、
謡
歌
趙
舞
為
レ
君
開
。
）

〈
盧
難
解
「
長
安
古
意
」
〉
と
の
一
聯
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
本
文
の
「
趙

女
」
に
つ
い
て
は
、
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
」
 
〈
巻
下
・
四
七
四
頁
〉
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
用
例
と
し
て
、
「
斉
謳
・
趙
女
ノ
娯
、
八
珍
・
九
鼎
ノ
食
。
」
（
斉
謳
趙
女

之
娯
、
八
珍
九
鼎
之
食
。
）
〈
梁
・
昭
明
太
子
「
陶
淵
凝
集
序
」
〉
と
の
一
文

 
 
 
 
 
も
こ
 
し
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

や
、
 
「
家
蝿
本
ノ
秦
ナ
レ
バ
、
能
ク
秦
声
ヲ
為
ス
。
婦
ハ
趙
ノ
女
ナ
レ
バ
、
雅

 
 
 
 
し
つ
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 

ヨ
リ
善
ク
麸
ヲ
鼓
ス
。
」
（
家
本
秦
也
、
能
為
二
秦
声
一
。
婦
白
女
也
、
雅
善
鼓
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぎ
ょ
く

豫
。
）
と
の
一
文
を
挙
げ
て
い
る
し
、
唐
・
陶
翰
「
燕
歌
行
」
中
に
も
、
「
心

し
ん
・
 
 
 
 
か
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
o

管
ハ
趙
女
二
還
シ
、
三
業
ハ
斉
蛾
側
付
ス
。
」
 
（
玉
讐
還
二
趙
女
一
、
宝
野
付
二

斉
蛾
【
。
）
と
の
一
聯
が
そ
の
用
例
と
し
て
見
え
る
。

 
な
お
、
本
文
の
「
趙
女
」
の
場
合
は
、
下
句
の
対
語
「
漢
窯
」
 
（
無
水
の
聖

女
）
と
の
関
連
で
、
あ
る
い
は
、
個
有
名
詞
「
趙
飛
燕
」
の
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
、
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
趙
飛
燕
は
、
前
漢
の
成
陽
侯
・
弔
客

の
む
す
め
。
美
人
で
歌
舞
に
す
ぐ
れ
、
体
の
し
ぐ
さ
の
軽
妙
な
こ
と
か
ら
飛
燕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
よ

と
言
わ
れ
た
。
同
宿
は
悦
ん
で
宮
中
に
入
れ
て
捷
好
（
女
官
名
）
と
し
、
の
ち

に
成
帝
の
皇
后
に
ま
で
至
っ
た
人
物
で
あ
る
。
 
『
前
漢
書
」
 
〈
「
外
戚
伝
」

下
〉
に
は
、
 
「
壮
ト
ナ
ル
ニ
及
ビ
テ
三
岳
主
（
落
話
は
平
原
の
県
名
）
ノ
二
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
つ

属
シ
、
歌
舞
ヲ
学
ビ
号
シ
テ
飛
燕
ト
日
フ
。
成
蝋
型
嘗
テ
微
行
シ
テ
、
出
デ
テ

 
 
 
 
よ
ぎ
 
が
く
 
な
 
 
 
 
し
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
よ
ろ
こ

陽
三
主
二
過
リ
楽
ヲ
作
ス
ニ
、
上
古
飛
燕
ヲ
見
テ
之
ヲ
説
ビ
、
召
シ
テ
宮
二
入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 

レ
テ
大
イ
抜
書
ス
。
」
（
及
レ
壮
属
二
連
阿
主
家
一
、
学
二
歌
舞
一
号
日
二
飛
燕
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 

載
帝
當
．
微
行
出
過
・
嵐
窓
主
作
・
楽
上
見
・
飛
燕
孟
説
雛
召
入
・
涙

幸
。
）
と
あ
り
、
古
小
説
『
趙
飛
燕
外
伝
」
に
も
、
 
「
常
二
窃
二
歌
舞
ヲ
倣
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ヒ
、
積
思
量
切
上
シ
テ
聴
ケ
バ
、
終
日
食
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
ル
。
L
 
（
常
窃
倣
二

歌
舞
一
、
積
漏
精
切
聴
、
至
二
終
日
不
ワ
得
レ
食
。
）
と
あ
る
通
り
、
確
か
に
、
趙

飛
燕
は
歌
舞
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
文
の
「
趙
女
」
が
そ

の
彼
女
の
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。

○
漢
字
 
漢
水
（
甲
西
省
に
み
な
も
と
を
発
し
、
湖
北
省
の
軽
口
で
長
江
に
注

ぐ
川
。
）
の
神
女
。
 
『
後
漢
書
」
 
〈
h
馬
融
伝
」
〉
申
に
、
h
湘
霊
下
り
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

漢
女
游
ブ
。
」
 
（
湘
霊
下
、
漢
女
皇
。
）
と
の
用
例
が
見
え
、
そ
の
注
に
、

「
漢
女
ト
ハ
、
漢
水
ノ
神
女
ナ
リ
。
煽
窓
云
フ
、
漢
二
戯
女
有
リ
、
ト
β
」

（
漢
女
、
三
水
之
神
女
◎
詩
云
、
漢
有
二
游
女
一
。
）
と
あ
る
。
ま
た
、
西
晋
・

張
華
「
遊
劇
詩
」
中
に
も
、
「
湘
妃
ハ
県
民
ヲ
詠
ジ
、
漢
女
ハ
陽
阿
（
古
曲
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

名
）
ヲ
奏
ス
。
」
 
（
湘
妃
詠
二
渉
面
一
、
漢
女
奏
二
陽
阿
一
。
）
と
の
用
例
が
見
え

る
。
と
く
に
後
者
の
用
例
は
、
 
「
漢
女
」
が
楽
曲
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
言
っ

て
お
り
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

 
ま
た
、
 
「
漢
女
」
が
美
し
く
、
し
か
も
舞
い
に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ

と
は
、
魏
・
曹
植
「
洛
神
々
」
中
に
、
 
「
南
湘
ノ
ニ
妃
ヲ
従
へ
、
漢
浜
ノ
翌
冬

（
漢
水
の
ほ
と
り
に
遊
ん
で
い
る
神
号
）
ヲ
携
フ
。
」
 
（
従
性
南
湘
之
二
妃
一
、

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

携
二
漢
浜
之
游
女
一
。
）
と
の
用
例
が
見
え
、
そ
の
、
湘
水
の
二
号
を
従
え
た

り
、
差
水
の
神
女
を
連
れ
た
り
し
て
い
る
導
水
の
女
神
の
様
子
を
描
写
し
て
、

け
い
け
い
 
 
き
び
 
 
 
 
 
あ
 
 
し
ゅ
う
し
ゅ
う
 
か
ざ
 
 
 
 
 
え
ん
ち
よ
 
 
 
 
 
 
ひ
ふ

「
軽
桂
ノ
猜
靡
タ
ル
ヲ
揚
ゲ
、
聖
心
ヲ
甥
シ
テ
以
テ
延
行
ス
。
体
ハ
飛
見
ヨ

 
 
と
ひ
よ
う
こ
つ
 
し
ん
ご
と
 
 

じ
ょ
う
ぞ
く
 
あ
や
ふ

り
モ
迅
ク
、
瓢
忽
タ
ル
コ
ト
神
ノ
若
シ
。
…
…
動
ク
ニ
常
則
無
ク
、
危
キ
か

ご
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
か
へ
 
 
 
'
 
 
て
ん
ぺ
ん

若
ク
安
キ
が
若
シ
。
進
止
ハ
期
シ
難
ク
、
往
ク
ガ
若
ク
還
ル
が
若
シ
。
転
記
シ

 
ひ
か
り

テ
精
ヲ
流
シ
、
光
潤
ナ
ル
玉
顔
ア
リ
。
」
（
揚
古
礼
桂
方
々
靡
一
分
、
幽
草
二
言
袖
「

以
延
仔
。
体
言
二
飛
亮
一
、
瓢
忽
若
・
神
。
…
…
動
無
二
常
則
一
、
若
・
危
若
レ
安
。
進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

止
難
・
期
、
若
・
往
若
レ
還
。
転
浮
流
・
精
、
光
臨
玉
顔
。
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と

『
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
（
二
＋
四
）

に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
曹
植
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
 
 
す
な
は
し
ゅ
う
れ
い
 
 
ぎ
つ
と
う

以
上
の
段
落
に
さ
き
だ
っ
て
、
 
「
爾
シ
テ
遭
チ
衆
霊
ハ
雑
還
（
神
々
が
多

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
 
 
 
 
と
も
う
そ
ぶ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
は
む

く
や
っ
て
く
る
こ
と
。
）
シ
テ
、
儒
染
々
ジ
侶
二
戸
ク
。
或
イ
ハ
清
流
二
戯
レ
、

 
 
し
ん
し
ょ
か
け
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
す
い
う

或
イ
四
神
渚
ヲ
翔
ル
。
或
イ
ハ
干
珠
ヲ
采
リ
、
或
イ
ハ
翠
羽
ヲ
拾
フ
。
」
 
（
爾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む

廼
衆
霊
雑
纂
、
命
レ
儒
嚇
レ
侶
。
或
六
二
清
流
一
、
或
翔
一
一
神
渚
一
。
或
采
二
明
珠
一
、

或
拾
二
翠
玉
「
。
）
と
い
い
、
中
水
の
神
鋼
の
も
と
に
多
く
の
神
々
が
集
ま
っ
て

お
互
い
に
戯
れ
あ
っ
て
い
る
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
さ
き
の
二
水
の

女
神
の
美
し
さ
と
そ
の
軽
妙
な
舞
い
姿
の
描
写
は
、
彼
女
と
連
れ
だ
っ
て
い
る

「
漢
女
」
の
そ
れ
で
も
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

 
「
年
女
」
が
美
し
く
、
し
か
も
歌
舞
に
巧
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本

文
に
お
い
て
は
、
上
下
の
対
語
「
長
女
」
と
対
比
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
眼
前
の
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
は
美
し
く
、
し
か
も
そ
の
舞
い
姿
は
す

こ
ぶ
る
軽
妙
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
作
者
は
ま
ず
彼
女
た
ち
（
花
び
ら
）
の
所
属

が
「
梨
園
」
や
「
杏
園
」
で
は
な
い
か
と
想
定
し
、
そ
れ
を
確
認
し
た
上
で
、

改
め
て
心
ゆ
く
ま
で
観
賞
す
る
。
そ
し
て
、
作
者
は
、
つ
い
に
大
い
に
満
足
し

て
、
ど
ち
ら
が
趙
国
出
身
の
美
女
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
母
地
出
身
の
神
女
で
あ

る
の
か
（
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
で
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
な
の
か
）
、
な
ど
と
い
う

こ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
し
ま
い
、
た
だ
た
だ
、
そ
の
美

し
さ
と
軽
妙
さ
と
に
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 

 
と
こ
ろ
で
、
 
「
A
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
、
B
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
」
（
不
レ
知
・
A
、

 
ロ
 
 
む

不
レ
知
レ
B
。
）
と
の
対
句
表
現
は
、
A
と
い
う
こ
と
も
B
と
い
う
こ
と
も
、
二

つ
な
が
ら
に
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
と
く
に
、
 
『
荘
子
」
中
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
に
し
へ
 
 
 
 
 
 
よ
ろ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
く

そ
の
用
例
を
多
く
見
る
。
「
古
ノ
真
人
ハ
生
ヲ
説
ブ
ヲ
知
ラ
ズ
、
死
ヲ
悪
ム
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

知
ラ
ズ
。
」
 
（
古
之
真
人
不
レ
知
レ
説
・
生
、
不
レ
知
・
悪
・
死
。
）
〈
「
大
宗
師
」
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ゆ
ゑ
ん

篇
〉
と
か
、
 
「
孟
孫
氏
ハ
生
ク
ル
所
以
ヲ
知
ラ
ズ
、
死
ス
ル
所
以
ヲ
知
ラ
ズ
。

さ
き
 
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
う
し
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

先
二
就
ク
ヲ
知
ラ
ズ
、
後
二
就
ク
ヲ
知
ラ
ズ
。
」
（
孟
愚
図
不
レ
知
三
所
二
塁
生
一
、

む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

不
レ
知
三
所
二
毒
死
一
。
不
レ
知
レ
就
レ
先
、
不
レ
知
・
就
・
後
。
）
 
〈
同
上
〉
と
か
、

 
こ
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

「
螺
カ
ニ
シ
テ
形
状
ヲ
語
ル
ハ
、
其
ノ
本
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
醗
カ
ニ
シ
テ
賞

 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
り

罰
ヲ
語
ル
ハ
、
其
ノ
始
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
」
（
駿
而
語
二
形
歩
一
、
不
・
六
二
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

始
一
也
。
騨
而
語
二
賞
罰
一
、
不
レ
知
二
其
始
一
也
。
）
 
〈
「
天
道
」
篇
〉
と
か
の

一
文
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

 
A
と
か
B
と
か
の
、
人
智
の
判
断
に
よ
る
差
異
・
区
別
を
重
大
視
す
る
の
が

儒
教
的
な
立
場
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
し
て
や
ま
な
い
の
が
荘
子
的
な
立

場
な
の
で
あ
る
。
荘
子
的
な
立
場
に
身
を
置
け
ば
、
A
や
B
な
ど
の
差
異
・
区

別
は
す
べ
て
超
越
さ
れ
る
べ
き
も
の
（
万
物
斉
一
）
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
さ
き

の
前
者
の
用
例
の
如
く
、
 
「
生
」
を
喜
ぶ
こ
と
も
な
い
し
、
 
「
死
」
を
憎
む
こ

．
と
も
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
立
の
用
例
の
如
く
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
の
か
も
気
に
せ
ず
、
ど
こ
へ
死
ん
で
い
く
の
か
も
気
に
か
け
な
い
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
自
然
の
法
則
を
そ
の
ま
ま
身
に
引
き
受
け
て
、
こ
ざ
か

し
い
人
智
に
よ
る
判
断
を
捨
て
去
る
こ
と
が
荘
子
的
な
立
場
と
言
え
る
の
で
あ

る
（
そ
れ
故
、
A
や
B
な
ど
の
差
異
・
区
別
は
す
べ
て
超
越
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
）
。

 
本
文
に
お
い
て
、
作
者
は
、
眼
前
の
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
が
美
し
く
、
し

か
も
そ
の
舞
い
姿
が
す
こ
ぶ
る
軽
妙
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
ま
ず
、
彼
女
た
ち

の
所
属
が
「
梨
園
」
や
「
杏
園
」
で
は
な
い
か
と
想
定
し
、
そ
れ
を
岸
辺
に
わ

ぎ
わ
ざ
確
認
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
さ
し
く
、
作
者
は
、
そ
の

時
、
A
や
B
な
ど
の
差
異
、
・
区
別
に
執
着
し
て
い
た
（
儒
教
的
な
立
場
に
身
を

置
い
て
い
た
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
さ
き
の
『
荘
子
」
の
用
例
の
、
そ
の
後

者
〈
「
天
道
」
篇
〉
中
に
見
え
る
が
如
く
、
「
瞬
警
語
二
形
面
こ
と
い
う
立
場

に
身
を
置
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
 
「
瞬
而
語
二
賞
罰
こ
と
い
う

立
場
に
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
荘
子
的
な
立
場
で
言
え

ば
、
そ
の
時
の
作
者
は
、
こ
ざ
か
し
い
人
智
に
よ
る
判
断
で
も
っ
て
、
舞
姫
た

ち
（
花
び
ら
）
の
「
形
」
 
（
実
際
）
と
「
名
」
 
（
名
目
）
と
を
明
ら
か
に
し
ょ

う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
女
た
ち
の
「
賞
」
 
（
善
）

と
「
罰
」
 
（
悪
）
と
の
評
価
に
及
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
作
者
は
、
そ
の
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
の
美
し
さ
と
軽
妙
さ
と
を

眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
さ
き
ほ
ど
の
「
畷
而
語
二
形
二
一
」
と
い
う
立
場
や
「
瞬

而
二
二
賞
罰
一
」
と
い
う
立
場
を
次
第
に
打
ち
忘
れ
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も

よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
ど
ち
ら
が
「
雪
女
」
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が

 
「
漢
女
」
な
の
か
、
ど
ち
ら
が
よ
り
美
し
く
、
ど
ち
ら
が
よ
り
軽
妙
な
の
か
、

と
い
う
思
い
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
自
分
を
思
い
が
け
ず
に
発
見
す
る
。

な
に
し
ろ
、
そ
ん
な
自
分
の
こ
ざ
か
し
い
判
断
を
圧
倒
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
、

そ
れ
は
美
し
さ
な
の
で
あ
り
軽
妙
さ
な
の
で
あ
る
か
ら
。
当
日
の
作
者
（
も
と

 
 
 
 
 
 
む
 
 
 

よ
り
当
時
の
儒
者
の
一
人
で
あ
る
）
を
し
て
、
思
わ
ず
に
、
日
常
的
な
儒
教
的

な
立
場
か
ら
非
日
常
的
な
荘
子
的
な
立
場
に
身
を
置
き
換
え
さ
せ
る
ほ
ど
に
、

舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
り
、
そ
の
素

．
晴
ら
し
さ
を
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。

 
結
局
、
作
者
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
美
し
く
、
ど
ち
ら
が
よ
り
軽
妙
で
あ
る

か
（
な
ど
と
い
う
こ
ざ
か
し
い
人
智
に
よ
る
判
断
を
捨
て
て
し
ま
い
、
大
自
然

の
法
則
を
そ
の
ま
ま
身
に
引
き
受
け
、
ひ
た
す
ら
そ
の
美
し
さ
と
軽
妙
さ
と
に

身
も
心
も
没
入
さ
せ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

我
を
一
体
化
さ
せ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
、
そ
れ
ほ
ど
に
、
作
者
の
眼
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前
に
舞
い
た
わ
む
れ
る
舞
姫
た
ち
（
花
び
ら
）
は
美
し
く
、
か
つ
軽
妙
で
あ
っ

た
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む

 
な
お
、
 
「
不
・
知
・
A
、
不
・
知
・
B
。
」
と
い
う
対
句
の
用
例
と
し
て
、
ほ

か
に
、
「
落
花
ノ
舞
衣
ト
為
ル
ヲ
知
ラ
ズ
、
舞
衣
ノ
落
花
ト
為
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル

 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

ナ
リ
。
」
（
不
レ
知
三
落
花
之
為
二
舞
衣
一
也
、
不
・
知
＝
舞
衣
之
為
二
落
花
「
也
。
）

〈
『
本
朝
文
粋
」
巻
十
・
後
江
相
公
「
暮
春
同
賦
三
落
花
乱
二
舞
衣
一
、
各
分
一
二

字
「
、
三
二
太
上
皇
製
一
。
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。
ま
た
、
本
文
中
の

 
え
き
 
 
 
 
 
え
き

「
亦
」
は
「
突
」
字
に
通
じ
、
 
「
大
い
に
・
ま
こ
と
に
・
な
ん
と
」
の
意
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た
こ
う
り
ん

『
詩
経
」
〈
周
願
「
豊
年
」
〉
中
に
、
「
亦
高
廃
有
リ
」
（
亦
有
二
高
庫
一
）

と
の
用
例
が
見
え
、
そ
の
「
箋
」
に
は
、
「
亦
、
大
差
。
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、

本
文
中
の
「
者
鰍
」
は
、
鼻
曲
表
現
（
「
嵩
置
」
に
同
じ
）
。
…
…
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
、
と
の
意
。
文
末
に
置
い
て
、
疑
問
や
詠
嘆
の
意
を
含
む
。
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ

文
の
場
合
は
、
後
者
。
そ
の
用
例
と
し
て
、
「
嵯
呼
、
花
ノ
時
二
遇
ヒ
、
水
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

地
ヲ
得
タ
ル
者
力
。
」
 
（
嵯
呼
、
花
之
遇
・
時
、
水
守
備
・
地
者
鰍
。
）
〈
『
本

朝
文
粋
」
巻
十
・
菅
三
品
「
暮
春
侍
二
宴
冷
泉
院
池
亭
一
、
同
賦
二
花
光
水
上
浮
一

応
レ
製
。
」
〉
と
の
一
文
な
ど
が
見
え
る
。

○
勝
地
 
景
色
の
す
ぐ
れ
た
地
。
形
勝
の
地
の
こ
と
。
前
文
に
も
、
「
京
城
有
二

 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ぎ
 
も

一
形
勝
「
、
黒
髭
二
之
東
三
条
一
。
」
と
あ
り
、
左
大
臣
・
道
長
の
東
三
条
邸
が
形

勝
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
東
三
条
邸
が
他
の
ど
の
邸
宅

に
比
較
し
て
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
以
下
に
述
べ
る
。
「
勝
地
」
の
用

 
 
 
 
 
 
あ
あ
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
い
え
ん
ふ
た
た
 
 
 
 
か
た

例
と
し
て
は
、
「
嶋
呼
、
勝
地
ハ
常
ナ
ラ
ズ
、
盛
鑓
ハ
再
ビ
ス
ル
コ
ト
難
シ
。
」

 
 
 
 
む
 
 
む

（
鳴
呼
、
勝
地
不
レ
常
、
盛
鑓
難
レ
再
。
）
 
〈
『
古
文
真
宝
後
集
』
巻
三
・
王
勃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

「
三
王
閣
序
」
〉
と
の
一
文
や
、
「
勝
地
ハ
古
時
ヨ
リ
麗
藻
ヲ
璃
カ
シ
ム
ル
ニ
、

ふ
で
 

か
へ
は
 

た
ま
し
ひ
 
o
o

毫
ヲ
染
メ
テ
還
り
テ
魏
ヅ
謝
家
ノ
魂
。
」
 
（
勝
地
古
時
璃
二
麗
藻
一
、
染
・
毫

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
（
二
＋
四
）

還
訳
業
家
魂
。
）
〈
『
扶
桑
集
」
山
居
「
北
堂
文
選
饗
宴
愚
詠
句
、
探
三
頭
披
・

雲
臥
二
石
門
一
。
」
江
澄
明
〉
と
の
一
聯
な
ど
が
見
え
る
。

○
伝
名
 
こ
こ
で
は
勝
地
と
し
て
の
名
声
を
そ
れ
ぞ
れ
後
世
（
世
間
）
に
伝
え

 
 
 
 
 
 
 
き
 
 
が
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ

る
こ
と
。
「
夫
レ
蔓
ハ
楽
脚
達
ス
ル
モ
礼
二
達
セ
ザ
レ
バ
、
是
ヲ
以
テ
此
ノ
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

ヲ
伝
フ
ル
ナ
リ
。
」
 
（
夫
三
型
二
子
楽
一
側
不
・
達
二
干
礼
一
、
是
以
伝
手
此
名
一

也
。
）
 
〈
『
礼
記
」
 
「
仲
無
論
居
」
〉
と
の
一
文
中
に
、
「
伝
レ
名
」
の
用
例
が

見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
も
ご

○
交
美
 
「
美
ヲ
交
ブ
」
と
訓
ず
。
ま
た
、
．
「
交
モ
美
ナ
リ
」
と
も
よ
め
る
。

今
は
前
者
に
従
う
。
 
コ
父
」
は
「
校
」
 
（
く
ら
ぶ
）
に
通
じ
る
、
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勝
地
が
そ
の
美
し
さ
を
競
い
あ
う
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
勝
地
の
申

に
は
、
確
か
に
こ
の
東
三
条
邸
に
負
け
ず
劣
ら
ず
に
美
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
。

 
本
文
の
、
以
下
の
「
万
乗
之
臨
幸
」
ま
で
の
構
成
は
、
 
「
夫
勝
地
伝
・
名
以

難
レ
交
・
美
（
A
）
、
帝
后
未
了
畢
生
二
一
懸
軍
光
耀
一
（
B
）
。
賢
相
輔
・
主
以
錐
・

世
・
栄
（
A
）
、
父
子
二
三
必
致
二
万
乗
之
臨
幸
一
（
B
）
。
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
 
「
交
・
美
」
（
美
ヲ

く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
よ

交
ブ
）
と
よ
む
場
合
に
は
、
そ
の
対
語
「
世
栄
」
も
「
栄
ヲ
世
ト
ス
」
 
（
世
レ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
も
こ

栄
）
と
よ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
交
美
」
 
（
交
モ
美
ナ
リ
）
の
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
よ

合
に
は
、
勿
論
、
 
「
世
栄
」
 
（
世
栄
ナ
リ
）
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈
一
九
八
八
・
十
二
・
三
十
一
、
未
完
〉
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